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や やるぞ～ ま まけないぞ～ が がんばろうぜ～ た 楽しい学校になるように 

あの紙ヒコーキ、くもり空わって中庭に積もる！ 
『やまなみ』『頂』『４組の仕組み』『真勇通信』『カマダ通信』『Revolution 

with △△』『Harmony』『輝きの未来(あす)へ』『校長室からこんにちは！』。

これらは、学校から発出されている各種たよりの名称である。 

ネーミングの由来や命名に思いがそれぞれに込められているのだと思うと

感慨深い。その他、学年だより・保健だより・図書館だより等々、それぞれに

読み応えがある。また、学級だよりは、その先生の個性や人間性が垣間見えて

趣がある。 

むろん各種たよりの発行は、学年・学級・担当の裁量と捉えて全く問題な

い。日々の会話や対話はもちろん、オレンジノートなど情報交換・情報発信の

有効な手段は他にもある。十分に生徒や保護者とコミュニケーションをとれ

ている先生方ばかりで、たより等の発行の有無は、当然個々の考えや事情を

尊重するものである。 

それはさておき、たよりを発行するにもそれなりの労力は必要だ。我が愚

妻も、朝早く起きて家でパソコンに向かっているときは、ほぼ学級だよりの

作成である。要領が悪く仕事が遅いこともあり、家に持ち帰って仕事してい

るようでは働き方改革に逆行しているから、特に無理して発行する必要など

ないだろうと、ことあるごとに言い続けてきたが、「『こだわり』だから」「だ

れにも迷惑かけているわけじゃないし」の一言で片づけられる。教職につい

てから三十数年、一貫して『Guts』という名称で発行している彼女だが、「生

徒や親がみんな読んでくれるといいんだけどね」とつぶやくと、「いいの、自

分自身の『こだわり』なんだから」。 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★  

先般 11 月 10 日に「情報モラル講演会」が実施された。終了後、教務主任

の先生から次のように相談された。 

「テストが終了したので、講演会の時間を、テストのマル付けがある先生

にはその時間に充ててもらった方が良かったですかねえ。」なるほど、常日頃

から、行事日程や日々の時程調整を一手に仕切り、先生方の業務の負担軽減

も第一に考えてくれている教務主任の先生のやさしさと配慮に感心した。確

かに、２時間分の時間が確保できるなら、５教科の先生は大いに助かる先生

もいたはずだ。でも、いや待てよ・・・・・・と思った。 



 確かに、講演会の内容は、生徒にとっても教師にとっても特に目新しいも

のではなく当たり前の内容ではあった。しかし、いじめやネットの問題は、と

にかくこのような指導の機会を定期的に繰り返し繰り返し実施することこそ

重要だ。そして今回のように全校生徒に指導されたことは、あらためて各学

年や学級でも、担任や担当が自分の言葉で、自身の経験や知見や思いを込め

て語りかけ、指導を補完し上乗せし装飾してこそ、真の指導の効果が得られ

ると考える。そのためにも、今回は、やはり生徒と同じ時間と空間と情報を共

有することが優先されるべきで、実際そういう対応だったので良かったので

は、という自分の考えを伝えた。 

 

 毎々、各学年からすばらしい学年だよりが発行されている。また学校から、

様々な案内、連絡、通知、お知らせ、申込み、引率計画等々の文書が日々発出

されている。そういった作成の手間がもし不要なら、どれだけ働き方改革に

寄与するのだろうと思う。一方で、一つ一つの文書には、作成者の労力、思い

や心遣いが込められている。そのすべてに目を通して生徒に説明することは

不可能だが、終学活や集会等では、単に文書を“配付”するという作業だけに

終わらず、大切な内容や重要なポイントがあれば、しっかり教師自身が咀嚼

し、自分の言葉で説明したり言葉を添えてほしいものである。 

 

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ 

私も、担任時代は、『Sanctuary』（聖域）とう名の学級だよりを発行してい

た。でも、毎年一部修正・変更して使い回せる手抜きした要領よい構成で、決

して褒められた代物ではなかった。かつて勤務した、いわゆる荒れた学校で

は、学級だよりのプリントが中庭に紙ヒコーキとなって何枚も舞い落ちた。

その度に、隣の学級担任と後始末をしながら、互いの学級だよりの落ちた枚

数を数えて自虐的に競争したこともあった。一方、同窓会で、「今でもとって

ありますよ」と、色褪せた実物の束を持参して泣かせる生徒もいた。 

「たより」が織りなす悲喜こもごもの物語がそこにある。 

 

そして、私はこう思うのです・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 私たち教員は、御用聞きでもなく、文書の配達員でもなく、生徒に確

実に指導・伝達すべきことを、自分の言葉で伝え、自分の言葉で置き換

え、自分なりの考えや思いを熱く丁寧に語る、真のメッセンジャーであ

るべきです。活字であれ言葉であれ、私たちの発信力もまた、多面的・

多角的に発揮されてこそ最大の効果をもたらすはずです。 

 また、働き方改革は、まさに我々の喫緊の課題であるのは言うまでも

ありません。しかし、働き方改革を時間や業務の負担軽減だけで捉える

と、教育の本質を見失う気がします。 


